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■名前（ニックネーム）
司 涼（つっくん）

■所属先
観光に関する研究機関に勤務する傍ら、
東京都のこうとうネイチャーゲームの会に所属し、
江東区を中心に活動

■シェアリングネイチャー歴
2014年7月～現在

■研究テーマ
・持続可能な観光のあり方（サステナブルツーリズム）
・観光客や観光事業者における防災のあり方（観光とレジリエス）

■休みの日の過ごし方
嫁と日本を感じられるようなまちあるき



サステナブルツーリズムとは？
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持続可能な観光（以下、サステナブルツーリズム）とは、観光分野においてサステナブルを意識した形態を意味する。観光事
業者にとって、ツアーをたくさん造成して売れれば経済的利益を得られるが、その反面、地域社会や環境面で深刻な問題を起
こすことがある（右下画像）。そのような問題を起こさず、将来にわたって事業活動する上でサステナブルツーリズムの実践
は欠かせないと言われている。

訪問客、業界、環境及び訪問客を受け入れるコミュニティー
のニーズに対応しつつ、現在及び将来の経済、社会、環境へ
の影響を十分に考慮する観光

出典： UN Tourism 駐日事務所 HP より作成

国連世界観光機関

背景はオーバーツーリズムによる地域社会への負の影響

Q.上の図において、
どこに観光の問題点が隠れているでしょうか？

サステナブルツーリズムの定義

出典：UN Tourismの公式HPより抜粋

国連世界観光機関（UN Tourism）は、誰もが参加できる
持続可能な責任ある観光の促進を責務とする国連の機関

■サステナブルツーリズムの定義

なぜサステナブルツーリズムが重要なのか？



サステナブルツーリズムの実践で重要な視点
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事業者がサステナブルツーリズムを実践する上で重要なことは、旅行者に何を体験してもらえばいいのかという「質」の部分
である。事業者は旅行者が旅行を通じて、どんな気づきをえて、どんな気持ちになり、今後その観光地とどんな関係になって
いくのかというプロセスを考えることが重要である。特にツアーにおいて、ガイドさんが旅行者に与える影響はとても大きい。

観光地と旅行者の間にある媒介の重要性

自然公園や文化施設
にある掲示板

外国人向け
音声ガイド

ガイド
（インタープリター）

旅行者は上記のような媒介を通じて、訪問先の伝統文化、自然環
境、生活の生業等について、正しく認識し理解できるようになる。

特にガイドが語る内容とは、ツアー開始から最後までの一連の流
れとなり、旅行者の満足度に大きく左右する。

旅行者と観光地における望ましいサステナブルな関係性

①知る

②学ぶ

③守る

④育む

これまで聞いたこと／知っ
ている場所等に訪問する
ことで、その地域を知る地域でしか体験できない地域の知恵を

インタープリターから提供され、体験から学ぶ

旅行者は地域が大事にしているものを
守りたいという気持ちが生じる。

旅行者自らが地域が提供するものや
技術を習得し実演できること。

ライフスタイル
への影響

旅行者の体験サイクル

観光体験サイクル

例）ふるさと納税する、兼業・副業する、
祭りやイベントの運営に参画する、
ボランティアするなど

長期的な視点

「観光を支える人材」

（観光体験を提供する側への変化）

伝える・教える側として

観光体験を
提供

観光地へのアクション

観光地側

（関係人口・定住人口への移行）

⑤伝える・教える

共有NG



調査概要
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本研究ではガイドさんのガイディングの一部において、ネイチャーゲームを行うことでサステナブルツアー有用かどうか検証
した。テーマは「世界遺産の日光東照宮周辺をウォーキング、歴史や文化を五感で感じるツアー」であり、普段はバス移動の
ルートを歩くことによってCO2の削減になるだけでなく、旅行者にその地域に対する親しみを湧くよう工夫した。

調査概要

概要

実施日 11月27日（日帰り）

場所 栃木県日光市

ツアーの
テーマ

世界遺産の日光東照宮周辺をウォーキング、歴史や文化を五感で感じるツアー

ストーリー

日光は古来より山岳信仰の聖地として知られ、その雄大な地形や自然環境は、
国立公園に指定されている。このコースでは憾満が淵やユネスコ世界文化遺産
に指定されている東照宮周辺の美しい自然風景や古い街並みを歩きながら堪能
する。

東照宮は、その社殿全体の壮大さや美しさのみならず、ユネスコ無形文化遺
産にも指定された建築技術や塗の技術も必見の訪問地。また建立の背景につい
て学ぶことで、日本の歴史・文化、そして平安の世を願い天下を統一した徳川
家康と以後約260年に渡り、戦乱のない平和な時代が続いた江戸時代について学
ぶことができる。

調査目的
ガイドさんの解説により、参加者に観光スポットにおけるストーリーが伝わる
こと。そのストーリーを通して、参加者が訪問地で何か新しい気づき、発見に
結びつけられたかどうか調べる

調査方法 参与観察、参加者アンケート

参加者 在住外国人2名、日本SN協会2名、観光協会1名、その他事務局スタッフ

＊本ツアーは訪日外国人観光客を対象にしたプログラムであり、使用言語をできるだけ英語で実施。

研究の焦点

ガイド（インタープリター）

背景

その地域の歴史・
自然・生業など

観光対象

旅行者

一方的な理解

気づき/発見

という地域へ
の親しみ

を感じられる
かどうか

共有NG

共有NG



モニターツアーの状況
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東武日光駅に11時過ぎに到着し、参加者一同は神橋に向かった。その後、田母沢御用邸に向かう道中でフィールドビンゴを実

施した。その後、田母沢御用邸の中で見学、富士観光センターにて昼食をした後、日光東照宮へと回った。最後は東武日光駅
に戻り、お土産の買い物をして、一連のモニターツアーを終了した。

モニターツアーの工程とフィールドビンゴの時間帯 フィールドビンゴを実施したルート及び状況

時間帯 ツアーの行程 主な行動

11時半～12時 東武日光駅（路線バス） 移動

12時～12時15分 神橋 ガイドによる説明

12時15分～12時40分 御用邸までの移動 フィールドビンゴ

12時40分～13時20分 田母沢御用邸 ガイドと御用邸内の
案内役による解説

13時20分～14時20分 富士観光センター 昼食

14時20分~15時30分 日光東照宮 見学・ガイドによる
説明

15時30分～16時30分 東武日光駅（路線バス） 移動・お土産購入

フィールドビンゴを実施したエリアは、神橋から田母沢御用邸への移動
中の約400メートルであり、25分間かけて目的地まで歩いた。

フィールドビンゴはツアー行程の前半で行い、「体験を先に、解説は後
で」となるようなプログラムになるよう工夫した。

共有NG



モニターツアーの状況
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通常のガイディングでは、ガイドさんが一方的に解説をしてしまう。しかし、参加者にビンゴカードを通して自身で意識的
に項目を探すというお題を提示することで、ツアーを主体的に参加できたのではないかと考えられた。振り返りの際には、
「多数の電線が地上から低い位置にあり、自分の出身地に似ている」と感じた方がいたり、アクティビティ後にも自分からビ
ンゴの続きを行う方もいた。

ビンゴカード フィールドの状況

自然や文化に関する事柄や

日本にあるものと外国人参加者
の故郷にあるものとの違いを意
識して作成

昔ながらの民家が広がる

水路

御用邸までの道案内
イラストが日本ぽい？

アクティビティ後も参加者自身
で見つけてみたり

御用邸の前で振り返り

共有NG

共有NG



振り返り
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下記の参加者のアンケートから、フィールドビンゴをツアーの序盤にいれることで参加者自身が主体的に地域のことについて
考えるきっかけになったと考えられる。参加者が「地域の物事から何に気づいて、親しみを持つか」というマインド醸成には、

ガイドさんによる一方的な解説だけでなく、参加者とガイドさんの相互交流が鍵になる。その上で、ネイチャーゲームという
手法は1つの解決策になるだろう。

参加者のリアクション一部抜粋 振り返り

• 自分の出身地にあるもの
→ 多数の電線が地上から低い位置にあり、自分の出身地に似ている。

最近では日本では電線が地中に埋まっていて、景観保全している地域
もあるが、ここでは昔ながらの町並みがそのまま広がっている

• 水の音
→ 神橋付近には大谷川による激しい水流の音がしていたが、その場
所から少し離れたここでは水路があり、水の音が聞こえた。

• 日本にしかなさそうなもの
→ 家の門に「正月の飾り」のようなものがあり、日本にしかないも
のだと思った。

• 動物の跡
→ 見つけることが困難であった。

• 紅葉
→ カエデをみるとやはり秋の紅葉はいいなと感じた。

ツアーの序盤において、参加者同士が交流する機会を設けると、後の
ガイディングが親身に入りやすくなる。その意味で、フィールドビンゴ
は五感を使い、参加者同士の交流を深めた活動であると言える。普段で
あれば、ただ通り過ぎるような民家の小道であったかもしれないが、グ
ループで話し合いながら、参加者は自ら何か発見したり、聞いたりする
機会になったと、参加者事後アンケートから見受けられる。たとえば、
「フィールドビンゴを行ったことによって、日光の有名な施設だけでな
く、道中に聞こえる水の音や動物の跡など地域固有の魅力を感じること
が出来た」、「見つからなかったものをそのあとも意識して見るように
なりました。注目スポットや際立たせたいものの直前に今回のようなア
クティビティがあると効果的なのかなと思います。」というコメントが
あげられる。また、体験の後に参加者同士が何を感じたか振り返りする
こと（シェアすること）で、参加者の話を聞いて、「私もそう思った
わ」というような気づきや、相手が考える気持ちを共感できることに繋
がる。たとえば、振り返りの時間でコロンビア出身の方が「今歩いてき
た道は電柱やケーブルが低く、自分の母国の住居の周辺と似ている」と
話していたが、自分自身と日光の街並みとの類似点を見出していること
があげられるとともに、聞いていた参加者の中で田舎育ちの方であれば
似たような共感を得ていたであろう。

このように五感を通じた体験を行いシェアすることで、その地域、参
加者への理解を深めることに繋がると考えられる。

共有NG
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